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山部保育所・山部小
学校合同運動会

初めて合同で開催された運動会。小雨が
降るなか、幼児と児童が元気いっぱいに
日ごろの練習の成果を発揮。客席からは
子どもたちへ、温かい声援と拍手が贈ら
れていました。
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事
業
の
推
進
、
第
２
次
安
倍
内
閣
に
よ
る

経
済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
の
展
開
な

ど
、
地
方
財
政
計
画
に
対
し
ま
し
て
も
、

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一

般
財
源
総
額
の
確
保
な
ど
一
定
の
配
慮
が

な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
平
成
　２３

年
度
よ
り
「
安
心
と
希
望
、
協
働
と
活
力

の
大
地
『
ふ
ら
の
』」
を
将
来
像
と
し
た
第

５
次
富
良
野
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

農
村
観
光
環
境
都
市
の
　
　

　
　
形
成
と
雇
用
確
保
対
策

　
環
境
に
配
慮
し
将
来
に
わ
た
っ
て
良
質

な
食
料
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
農
業
振

興
対
策
や
長
期
滞
在
型
観
光
と
国
際
観
光

の
推
進
へ
の
取
り

組
み
、
新
た
な
ご

み
の
再
資
源
化
へ

向
け
た
調
査
・
研

究
な
ど
、
農
村
観

光
環
境
都
市
の
形

成
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
学
校
施
設

の
改
築
・
耐
震
化

や
公
営
住
宅
の
建

設
、
道
路
・
橋
梁

の
整
備
改
修
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
確
保
対

策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
の
充
実
と
　
　

　
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
ま
た
、
医
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
確
保

対
策
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
改
築
、
保
育
料

の
低
減
、
私
立
保
育
所
へ
の
支
援
拡
充
な

ど
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
努
め
、
さ
ら
に
、

昨
年
９
月
に
は
定
住
自
立
圏
構
想
に
も
と

づ
く
、「
多
自
然
型
」
と
し
て
は
全
国
初
と

な
る
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
近
隣
４
町
村

と
の
形
成
協
定
締
結
と
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
な
ど
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
図

り
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
も
と
づ
く
「
フ
ラ
ノ
・
マ

ル
シ
ェ
」
に
は
、
平
成
　
年
４
月
開
業
以

２２

来
、
2
7
0
万
人
を
超
え
る
市
民
の
方
々

や
観
光
客
が
訪
れ
、
駅
前
地
区
と
と
も
に
、

ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
お
り
、
本
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
活

性
化
の
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
も
注
目

を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

住
み
続
け
た
い
ま
ち

　
　
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　
誇
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

▲オープンから５年目を迎えたフラノ・マ
ルシェ。その好調を背景に、次なる中心市
街地活性化の取り組みが進められている

特集 能登市長所信表特集　能登市長 所信表明明

三期目の展望

 8
年
間
を
振
り
返
っ
て
   

健
全
な
財
政
運
営
と
　
　
　

　
　
　
　
第
５
次
総
合
計
画

　
私
は
、
就
任
後
８
年
間
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
「
市
民
対
話
と
情
報

開
示
」
を
基
本
理
念
に
市
民
本
位
の
市
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
に

よ
る
地
方
財
政
の
硬
直
化
に
対
応
す
べ
く
、

健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
、
世
界

規
模
の
経
済
不
況
に
対
応
す
る
国
の
緊
急

経
済
対
策
や
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策

▲

東中学校体育
館、麓郷小中学
校体育館の落成、
東小学校着工な
ど、安全安心の
学習施設へ改築
工事が進む
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長
期
的
か
つ
総
合
的
な
　
　

施
策
の
推
進

　
ま
た
、
農
村
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域

お
こ
し
の
た
め
山
部
・
東
山
地
域
で
N
P

O
法
人
が
設
立
さ
れ
、
修
学
旅
行
の
受
入

れ
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
住
民
自
ら

が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い

て
は
、
T
P
P
協
定
交
渉
が
不
透
明
な
中
、

政
策
が
転
換
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
ま
た
、

少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
が
本
市
に
お

い
て
も
進
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
昭
和
　
年
と
平
成
　
年
と
の
人
口
比
較

４０

２２

で
は
　
年
間
で
　
％
減
少
し
て
お
り
、
高

４５

３３

齢
者
の
占
め
る
割
合
も
全
道
平
均
を
上
回

る
　
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

２６
に
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
値
で
は
、　

年
後
（
平
成
　
年
）

２６

５２

に
は
、
人
口
が
約
１
７
5
0
0
人
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
若
年
女
性
人
口

（
　
～
　
歳
）
も
半
減
す
る
こ
と
が
予
測
さ

２０

３９

れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
３
月
に
は
本
市
が
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
に
も
と
づ
く
過
疎
市

町
村
と
し
て
公
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

過
疎
脱
却
の
た
め
長
期
的
か
つ
総
合
的
な

施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
地
域
の
自
主
・
自
立
を
高
め
る
た
め
の

地
方
分
権
改
革
が
よ
り
一
層
進
展
す
る
中
、

今
後
と
も
「
市
民
の
暮
ら
し
を
地
域
と
行

政
が
と
も
に
支
え
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

 ６
つ
の
基
本
施
策
   　
  

 基
本
施
策
陰
 

農
村
観
光
環
境
都
市
の
形
成

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
肥

沃
な
大
地
に
育
ま
れ
、
良
質
な
食
料
生
産

と
美
し
い
農
村
景
観
を
創
出
し
、
豊
か
な

自
然
環
境
と
と
も
に
本
市
の
観
光
資
源
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
富
良
野
の
魅
力
を
支
え
る
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
資
源
を
生
か
し
融
合
に
よ
っ
て
、

農
業
を
育
て
・
観
光
で
も
て
な
し
・
環
境

を
守
る
農
村
観
光
環
境
都
市
の
形
成
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
お
い
て
は
、
今
後
の
富
良
野
農

業
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
た
め
、「（
仮
称
）

富
良
野
市
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
し
、
農
家
子
弟
や
農
外
か
ら
の
新

規
参
入
者
、
雇
用
就
農
者
な
ど
多
様
な
担

い
手
の
確
保
と
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
等
の
異
常
気

象
に
も
対
応
で
き
る
生
産
基
盤
づ
く
り
の

た
め
、
新
た
な
農
業
農
村
整
備
事
業
の
実

施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
な
ど
農
村
生

活
基
盤
を
整
備
し
、
定
住
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
で
活
動
す
る
団
体
と
連
携

し
、
農
村
集
落
の
維
持
・
活
性
化
を
推
進

し
、
併
せ
て
安
全
・
安
心
な
「
ふ
ら
の
農

産
物
」
を
国
内
外
に
向
け
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
が
進
む
観
光
で
は
、
日
本
を
代

表
す
る
「（
仮
称
）
ブ
ラ
ン
ド
観
光
地
域
」
の

認
定
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
A
S
E
A
N

５
カ
国
の
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
な
ど
、
訪
日

旅
行
の
環
境
づ
く
り
が
整
備
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
圏
な
ど
か

ら
の
誘
客
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
近
年
、
不
適
正
な
管
理
の
空
き
家
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
景
観
や
周
辺
の
生
活
環

境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
空
き
家
の
活
用
及
び
適
正
管
理
に

関
す
る
施
策
を
推
進
し
、
安
全
と
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲平成２５年から地域おこし協
力隊が山部地域を拠点に活動
を行っている

▼東山地域の田園風景をのん
びり歩きながら、旬の地元農
産物を楽しむ「ふらの樹海の
里フットパス」

▲

　
年
目
を
迎
え
た
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
制
度
。
今

１８
で
は
、
富
良
野
農
業
に
欠
か
せ
ぬ
貴
重
な
担
い
手
。

▲香港・台湾トップセールス。昨年、沿線１市
４町１村の市町村長ら関係者１７人が、香港と台
湾の観光関係団体などを訪問し地域をＰＲ

特特特特特特特特特特特集集集集集集集集集集集 能能能能能能能能能能能登登登登登登登登登登登市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長 所所所所所所所所所所所特集 能登市長 所信信信信信信信信信信信信表表表表表表表表表表表明明明明明明明明明明明表明
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 基
本
施
策
隠
 

地
域
循
環
型
経
済
の
活
性
化

　
地
球
環
境
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
近
年
の
燃
料
高
騰
は
、
冬
期
間

に
多
く
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
本

市
に
と
っ
て
も
、
市
民
生
活
や
地
域
産
業

に
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
は
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
衛
生
用
品
ご
み
の
資
源
化

と
固
形
燃
料
の
農
業
や
公
共
施
設
な
ど
へ

の
利
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
広
域

に
分
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
利
活
用

に
よ
り
地
域
振
興
と
活
性
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
北
海
道

立
総
合
研
究
機
構
及
び
沿
線
町
村
と
連
携

し
実
用
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
立
地
促
進
法
に
も
と
づ
く

富
良
野
・
美
瑛
地
域
基
本
計
画
の
見
直
し
・

策
定
に
よ
り
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
未
利
用
財
産
の
活
用
を
図
り
、

地
域
の
雇
用
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
融

資
制
度
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
市
内
中
小
企

業
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
の
大
き
い
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
第
２
期
富
良
野
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定
を
め
ざ
し
、

東
４
条
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
（
ネ
ー

ブ
ル
タ
ウ
ン
事
業
）
の
完
成
と
サ
ン
ラ
イ

ズ
・
パ
ー
ク
事
業
の
実
現
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
、
ま
ち
な
か
回
遊
と
ま
ち
な
か
居
住

に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
魅
力
あ

る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
市
民
の
住
環
境
の
向
上
の
た
め
、
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
も
と
づ
き
、
公

営
住
宅
の
建
て
替
え
と
改
修
事
業
を
進
め

る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
よ

る
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
、
市
民
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
及
び
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
計
画

に
よ
る
施
設
整

備
事
業
を
進
め
、

防
災
・
減
災
に

努
め
、
さ
ら
に

近
年
の
集
中
豪

雨
対
策
と
し
て
、

施
設
調
査
に
よ

る
点
検
を
実
施

し
、
計
画
的
に

排
水
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 基
本
施
策
韻
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
　
　

　
安
心
を
守
る
地
域
づ
く
り

　
市
民
の
誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
ら
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
安
心
し

た
暮
ら
し
を
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

認
知
症
や
生
活
習
慣
病
、
運
動
器
疾
患
な

ど
の
身
体
の
衰
え
や
病
気
、
核
家
族
化
に

よ
る
高
齢
者
の
夫
婦
世
帯
、
単
身
世
帯
の

増
加
に
よ
る
家
族
状
況
の
変
化
な
ど
か
ら
、

老
後
の
生
活
に
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

た
健
康
づ
く
り
の
積
極
的
な
推
進
に
よ
り

生
活
の
基
礎
を
築
く
と
と
も
に
、
認
知
症

の
知
識
を
広
く
啓
発
し
、
早
期
の
相
談
か

ら
診
断
、
治
療
と
地
域
生
活
で
の
支
援
に

向
け
た
認
知
症
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
で
、
と
も
に
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
の
拡
充
な
ど
、
健
康
づ
く
り
、
社
会

参
加
、
生
き
が
い
活
動
の
支
援
や
、
民
生

委
員
児
童
委
員
に
よ
る
要
支
援
者
を
支
え

る
住
民
助
け
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
関
係
福
祉
団
体
、
民
間
事
業

所
な
ど
多
様
な
社
会
資
源
と
の
連
携
に
よ

り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
た
め
に
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
と
介
護
予
防
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
介
護
の
相
談
、
支
援

体
制
の
中
核
を
担
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
将

来
的
に
は
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
基

礎
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
を
持
つ
方
に
は
、
そ
の

内
容
や
程
度
、
年
齢
な
ど
に
見
合
っ
た
総

合
支
援
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
安
心
し
て

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、
社
会
参

加
が
で
き
る
よ
う
に
各
種
福
祉
・
保
健
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
生
活
支
援
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
が
制
定
さ
れ
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
相

談
支
援
が
平
成
　
年
度
よ
り
義
務
化
さ
れ

２７

た
こ
と
か
ら
、
支
援
体
制
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
に
お
い
て
は
、
不
足
す
る
医

師
や
看
護
師
な
ど
の
確
保
の
た
め
、
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
医
師
確
保
対
策
へ
の
助
成

に
合
わ
せ
、
医
学
生
に
対
す
る
医
師
養
成

確
保
修
学
資
金
の
貸
付
け
な
ど
の
対
策
を

図
り
、
地
域
で
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼行列ができるプレミアム付き
ふらの市内共通商品券販売会

▲旭川医科大学、富良野協
会病院との連携協力協定
調印式。旭川医科大学医学
生を対象とした修学資金
貸付制度を創設

▲衛生用品ごみの資源化実証試験
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 基
本
施
策
吋
 

子
育
て
を
支
援
す
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
環
境
づ
く
り

　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
出
生
率
の
低

下
な
ど
か
ら
、
急
速
な
少
子
化
が
進
む
中
、

本
市
に
お
い
て
も
出
生
数
が
年
々
減
少
し

て
お
り
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
む
た
め
に
は
、
子
育
て
世
代
が
地
域

に
魅
力
を
感
じ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に

向
け
、
老
朽
化
し
た
２
カ
所
の
認
可
保
育

所
を
統
合
し
、
街
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
育
む
「（
仮
称
）
ま
ち

な
か
保
育
所
」
を
中
心
市
街
地
に
開
設
す

る
と
と
も
に
、
地
域
で
子
育
て
を
支
え
合

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
化
す
る
中
で
、
発
達
に
遅
れ
や
心

配
の
あ
る
児
童
を
支
援
し
、
保
護
者
が
安

心
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 基
本
施
策
右
 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
　
　

教
育
環
境
の
充
実

　
富
良
野
で
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
郷
土
に
愛
着
と
誇

り
を
持
ち
富
良
野
に
定
着
し
活
躍
す
る
、

そ
ん
な
未
来
の
富
良
野
の
担
い
手
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、「
富
良
野
市
Z
E
R
O
運

動
」
を
中
核
に
捉
え
、「
心
に
響
く
道
徳
教

育
」
の
推
進
や
規
範
意
識
の
醸
成
に
向
け

た
道
徳
教
育
と
社
会
教
育
の
実
践
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
富
良
野
の
豊
か
な
自
然
と
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
環
境
教
育
の

推
進
及
び
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
実
践

す
る
と
と
も
に
、
外
国
語
活
動
を
通
じ
て

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ

う
と
す
る
態
度
や
能
力
の
育
成
に
向
け
、

「
英
語
が
話
せ
る
ふ
ら
の
っ
子
」を
め
ざ
し
、

国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
全
体
で
学
校
を
支
援
す
る

取
り
組
み
に
よ
る
教
育
資
源
の
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
向
け
て
、

学
校
間
の
引
継
ぎ
や
相
談
体
制
の
充
実
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
と
の
連
携
な
ど
を
図

り
教
育
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
全
施
設
の
耐

震
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
環
境

の
向
上
に
配
慮
し
た
安
全
・
安
心
な
学
校

施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
力
向
上
、
基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
る
た
め
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
枠
を
超
え
た
相
互
の
授
業
参
観

交
流
な
ど
継
続
し
た
中
で
の
小
・
中
・
高

間
の
学
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 基
本
施
策
宇
 

市
民
と
行
政
が
と
も
に
　
　
 

  考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
　

自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
行
政

課
題
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織

の
再
編
を
図
る
と
と
も
に
、
持
続
的
発
展

を
め
ざ
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
幅
広
い
視
野
と
政
策
能
力
を

兼
ね
備
え
た
「
市
民
と
協
働
す
る
職
員
」

の
育
成
に
向
け
、
職
員
の
適
正
な
人
事
評

価
や
研
修
に
よ
る
意
識
改
革
を
進
め
、
合

わ
せ
て
、
定
員
適
正
化
計
画
第
４
次
計
画

を
策
定
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
事
務
執
行

体
制
の
構
築
と
適
正
な
定
員
管
理
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
身
の

丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
」
を
基
本
に
健
全

財
政
の
維
持
を
図
り
、
事
業
の
選
択
と
財

源
の
重
点
的
な
配
分
に
努
め
、
効
率
的
な

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
が
支
え
合
い
、
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
の
構
築
に
向
け
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
防

災
・
減
災
に
対
す
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
と
行
動
を
促
し
、
高
齢
者
な
ど
要
支

援
者
の
避
難
支
援
体
制
の
整
備
な
ど
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
地
域
防
災
力
を
高
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
自
主
・
自
立
を
高
め

る
地
方
分
権
改
革
を
今
後
と
も
推
進
す
る

と
と
も
に
、
富
良
野
地
区
定
住
自
立
圏
の

中
心
市
と
し
て
、
近
隣
町
村
と
連
携
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
形
成
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

▲朝日町連合会防災訓練。地域防災の関心高まる

▲中心市街地に開設する「（仮称）まちなか保
育所」イメージ

特特特特特特特特特特特集集集集集集集集集集集 能能能能能能能能能能能登登登登登登登登登登登市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長 所所所所所所所所所所所特集 能登市長 所信信信信信信信信信信信信表表表表表表表表表表表明明明明明明明明明明明表明

三三三三三三三三三三三期期期期期期期期期期期目目目目目目目目目目目ののののののののののの展展展展展展展展展展展三期目の展望望望望望望望望望望望望
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予予 
平 成２平 成２６６年 度年 度

の 概の 概 要要

　平成２６年度の一般会計（一般会計の当初予算は、市

長選挙を控えた骨格予算のため、６月補正予算後の累

計額を計上）、特別会計及び企業会計の予算総額は、

２０４億3,340万円で前年度当初予算対比１９億9,730万円

（10.8％）の増額となりました。
算算 

市民１人当たりが
受ける行政サービス額

545,143円
【主な内容】

福祉・医療など207,997円、

道路・公園整備60,779円など

市民１人当たりの
市税負担額

104,545円
【主な内容】

個人市民税37,379円

固定資産税40,634円など　

※算出に用いた人口は、平成２６年５月末現在の人口 (２３,441人) です。

一般会計・特別会計・企業会計総額

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額 222222222222222222222000000000000000000000444444444444444444444億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億333333333333333333333,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,333333333333333333333444444444444444444444000000000000000000000万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 （前年度比10.8%増）

一般会計

歳 入
127億
7,900万円

地方交付地方交付税税
４４８８億億9,009,0000万円万円

市市税税
2244億億5,105,1000万円万円

国庫支出国庫支出金金
1177億億4,604,6000万円万円

障害者自立支援給付障害者自立支援給付費費
などのなどの社社会保障費や会保障費や国国
の施策による、がんばの施策による、がんばるる
地域交付金及び臨時地域交付金及び臨時福福
祉給付金など、認可保祉給付金など、認可保育育
所再編事業に充てる所再編事業に充てる社社
会資本整備総合交付会資本整備総合交付金金
などの増加により+4などの増加により+4億億
6,500万円6,500万円（（+36.3%）+36.3%）

道支出道支出金金
77億億5,605,6000万円万円

市市債債
1155億億2,902,9000万円万円

認可保育所再認可保育所再編編事業な事業な
ど大型事業にともなど大型事業にともなうう
増加により+9億3,400増加により+9億3,400万万
円円（（+157%+157%））

地方譲与地方譲与税税
11億億9,809,8000万円万円

使用料・手数使用料・手数料料
11億億6,706,7000万円万円

分担金・負分担金・負担担金金
11億億5,105,1000万円万円

草地畜産基盤整備事草地畜産基盤整備事業業負担負担
金 な ど の 増 加 に よ金 な ど の 増 加 に よ りり
+2,700万円（+21.9％+2,700万円（+21.9％））

そのその他他
88億億4,304,3000万円万円

財産収財産収入入
4,804,8000万円万円

総務総務費費
2200億億8,808,8000万円万円

公債公債費費
1111億億3,903,9000万円万円

教育教育費費
1100億億1,401,4000万円万円

農林業農林業費費
55億億8,208,2000万円万円

議会議会費費
11億億8,908,9000万円万円

土木土木費費
1144億億2,502,5000万円万円

東６条道路改東６条道路改良良
舗舗装装事事業業やや扇扇緑緑
町町本本通道路通道路改改良良
舗装工事、橋り舗装工事、橋りょょ
うなどの整備うなどの整備にに
よよりり+3億3,900+3億3,900万万
円（+31.2%円（+31.2%））

衛生衛生費費
99億億6,306,3000万円万円

商工商工費費
44億億4,904,9000万円万円

市街地再開発事業負担市街地再開発事業負担金金
やや地地域振興消費拡大推域振興消費拡大推進進
事業により+事業により+11億2,700億2,700万万
円円（（+39.5%+39.5%））

そのその他他
5,505,5000万円万円

民生民生費費
4488億億7,507,5000万円万円

認可保育所再編事認可保育所再編事業業やや
国国のの政策による「臨政策による「臨時時
福祉給福祉給付付金」及び「金」及び「子子
育て世帯臨時特例給育て世帯臨時特例給付付
金」の給付事務によ金」の給付事務によりり
++１２億7,90１２億7,9000万円万円
（（++35.5%35.5%））一般会計

歳 出
127億
7,900万円
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　一般会計（6月補正予算後）は、総額127億7,900

万円、前年度当初予算対比16億900万円（14.4％）

の増額となっています。

《歳出》
　認可保育所再編事業による新設保育所の買い取

り事業、国の政策による「臨時福祉給付金」及び

「子育て世帯臨時特例給付金」の給付事務、雇用対

策として引き続き実施する「緊急雇用創出事業」の

実施、「自立支援給付費」や「介護サービス給付費」

に係る繰出金などの社会福祉関係費の伸び、さらに

新たに取り組む「旧山部支所跡地整備」、「東６条道

路改良舗装」や「扇緑町本通道路改良舗装」などの

道路、橋りょうなどの整備、「樹海小学校屋内運動

場屋根外壁塗装」などにより、前年度を上回ること

となりました。

《歳入》
　国の経済政策による「がんばる地域交付金事業」

「地域の元気交付金事業」や消費税の増税に伴う地

方消費税交付金の収入増を見込んでいます。一方、

地方交付税は算定に係る基礎数値や単位費用など

の変動、交付税措置される公債費などを勘案し、

6,700万円の減額（▲1.4％）、地方交付税の振替分

である「臨時財政対策債（※１）」を加えた実質の

地方交付税では、前年度対比１億1,700万円（▲

2.1％）の減額を見込んでいます。

（※1）【臨時財政対策債】　

　国の地方交付税として交付するべき財源が不足

した場合に、地方交付税の交付額を減らして、その

穴埋めとして地方公共団体が臨時財政対策債を発

行します。償還に要する費用は後年度の地方交付税

で措置されるため、実質的には地方交付税の代替財

源としてみることができます。

特別会計 ６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２６２億億億億億億億億億億億5555555555,,,,,,,,,,999999999944444444445,9400000000000万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円万円（前年度比4.3%増）

企業会計 １１１１１１１１１１３３３３３３３３３３１３億億億億億億億億億億億9999999999,,,,,,,,,,555555555500000000009,5000000000000万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円万円（前年度比10.1%増）

前年度比金　　額

△1.6％３０億6,530万円国 民 健 康 保 険

＋15.0％１９億8,760万円介 護 保 険

＋11.4％3億2,000万円後期高齢者医療

＋21.6％2,870万円公設地方卸売市場事業

＋1.1％7億4,490万円公共下水道事業

＋4.4％1億1,290万円簡 易 水 道 事 業

＋4.3％６２億5,940万円計

前年度比金　　額

＋23.8％6億9,110万円水 道 事 業

△0.7％7億　390万円ワ イ ン 事 業

＋10.1％１３億9,500万円計

　国民健康保険特別会計が保険給付費の減額など

により、前年度対比4,910万円（▲1.6％）の減額、

介護保険特別会計は、介護サービス給付費の増額に

より、２億5,890万円（15.０％）の増額、後期高齢

者医療特別会計も北海道後期高齢者医療広域連合

への保険料納付金などの増額に伴い前年度対比

3,270万円（11.4％）の増額、公設地方卸売市場事

業及び公共下水道事業特別会計では、施設修繕料な

どの増額により、それぞれ５１０万円（21.6％）、７９０

万円（1.1％）の増額、簡易水道事業特別会計は、

動力計装機器更新工事などにより４８０万円（4.4％）

の増額となっています。６つの特別会計の総額では、

　水道事業で富良野道路にかかる受託工事や計装

機器更新等施設整備費の増額により１億3,300万円

（23.8％）の増額となっています。

　ワイン事業は、資産取得費の減額などにより４８０

万円（▲0.7％）の減額とほぼ前年度並みとなって

います。

一般会計 １１１１１１１１１１２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７１２７億億億億億億億億億億億7777777777,,,,,,,,,,999999999900000000007,9000000000000万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円万円（前年度比14.4%増）

前年度対比２億6,030万円（4.3％）の増額となって

います。

　

予算の概予算の概要要
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　地域住民をはじめ、北の峰旅館組合や観光協会、行政などが連携し、

北の峰地域全体を一つのガーデン（おもてなしスポット）として演出す

る「北の峰ガーデンプロジェクト」。花と景観を使った新たな富良野の

魅力の一つとして、地域から「富良野のまち」を発信し、まち全体を盛

り上げていきます。このプロジェクトでは、市民をはじめ、観光客に北

の峰エリアを満喫してもらうための「２つの空間」を演出しています。

　また、隣接する御料本通エリアも６戸の農業者が協力し、花によるお

もてなし空間を演出しています。

　観光客などがたくさん訪れる観光シーズンを迎え、地域力とさまざま

なスペースを活かした「花の魅力あふれるまち」を印象付ける新たなプ

ロジェクトを紹介します。

２つの空間（イメージ）を演出します

花の空間
　四季折々の花を公共空間から個人の庭まで
設け、地域住民と来訪者が北の峰ガーデンを共
有する空間を演出します。

景色の空間
　広大な空、十勝岳をはじめとした大雪山系の
山岳景観、北の峰から見下ろす街並みや夜景を
楽しむ空間を演出します。
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住民による花の空間づくり

北の峰連合町内会　
　　会長 原田 武さん

　６月３日に北の峰の地域住民や北の峰旅館組合など関係者約30人が

集まり、北の峰線や展望台などに花を植えました。この日「花の空間」

づくりに汗を流した北の峰連合町内会の原田会長にお話を伺いました。

　今年から北の峰も花の観光を取り組むことになりました。国道ではす

でに老人クラブの方々も花の植栽をするなど、花の観光の一役を担って

います。道道北の峰線は、北海道の支援により植樹枡に表土が入れられ

　　　　　　　　　　　　るなど、市や関係団体から支援をいただきな

　　　　　　　　　　　　がら、住んでいる私たちは「人の力」で協力

　　　　　　　　　　　　していきたいと思います。今回植えられた花

　　　　　　　　　　　　は、北の峰地域の各町内会で維持管理してい

　　　　　　　　　　　　くよう話し合いをしていきます。「住んで良

　　　　　　　　　　　　し、見て良し、来て良し」といった北の峰地

　　　　　　　　　　　　域をつくりながら、観光客をはじめ、市民が

　　　　　　　　　　　　楽しめる環境づくりに協力していきたいと

　　　　　　　　　　　　思います。
▲北の峰ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀー前にも
プランターを設置

スキー場展望台

国道３８号線
北の峰ガーデンプロジェクトエリアマップ

眺望スポッ眺望スポットト
　展望台をはじめ、複数の
眺望スポットを設定。景色
や夜景を見たり、記念撮影
する場所としても楽しむ
ことができる。

　

御料線エリ御料線エリアア
　御料本通沿いには、６戸
の農業者が協力し、4,000
株のマリーゴールドを植
栽。サイクリングなどをし
ながら、風景を楽しむこと
ができる。

展望台エリ展望台エリアア
　スキー場ゲレンデの中
腹にある花に囲まれた展
望台を中心に街並みなど
の眺望を満喫できる。展望
台にマリーゴールド・ベコ
ニア８００株を植栽。

北の峰線エリ北の峰線エリアア
　北の峰線沿いの植樹枡
にマリーゴールド・ペチュ
ニア2,500株を植栽。花を
満喫しながら、飲食店など
に立ち寄ったり、ベンチで
くつろぐことができる。

２１

４３

－エリア別 具体的施策－

北の峰線と御料線の交

差点付近と北の峰ター

ミナル前にくつろぐベ

ンチを設置

市
道
御
料
本
通

道道北の峰線

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ※眺望スポット

北
の
峰
タ
ー
ミ
ナ
ル

至 山部
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申込み/問合せ

北海へそ祭り実行委員会事務局

（商工観光課）拶３９‐２３１２
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市
政
満
足
度
や
や
向
上

「
雇
用
」
「
医
療
」
「
高
齢
者
福
祉
」
に
関
心

結
果
概
要

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
　４５

項
目
の
平
均
評
価
で
は
、
満
足

傾
向
の
回
答
が
前
回
と
比
べ

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
、
ふ
つ
う
が

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
不

満
傾
向
が
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減

少
と
な
り
、
満
足
度
が
や
や
向

上
し
ま
し
た
。
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

　
市
で
は
、
総
合
計
画
の
検
証
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
す
る
た
め
、
平
成
　
年
度
か
ら
市
民
意
識
調
査

１６

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月
に
実
施
し
た
こ
の
調
査
は
、
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

２６

れ
て
い
る
　
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
、
無
作
為
に
約
１
千
人
を
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
の
回
答
を
い
た
だ

１８

き
ま
し
た
。
前
回
調
査
（
平
成
　
年
度
）
と
比
較
し
、
市
の
施
策
　
項
目
に
関
す
る
市
民
満
足
度
が
ど
の
よ
う
に

２２

４５

変
化
し
た
の
か
を
検
証
し
、
今
後
の
事
業
検
討
や
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

調査の概要

対象者　1,008人
（１８歳以上無作為抽出）

回収数　４６０人

回収率　４５.６３％

調査期間
平成２６年１月３１日

～２月２８日

市民意識調査の結果　  鰹問 企画振興課拶３９‐２３０４

平成２５年度

どちらかと
言えば不満
19.１％

ふつう
５９.３％

非常に不満
6.７％

大変満足
2.６％

どちらかと
言えば満足
1２.８％

▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼

ふつう
５９.３％
　（Ｈ２２：５８.６％）

不満足傾向
２５.８％
　（Ｈ２２：２６.３％）

満足傾向
１５.４％

　（Ｈ２２：１５.１％）

平成２５年度　市民意識調査の結果は、企画振興課、市役所情報コーナー、市ホームページでご覧になれます。
市ホームページアドレス　http://www.city.furano.hokkaido.jp/

　
し
か
し
、
個
別
の
施
策
評
価

で
は
、
満
足
傾
向
の
低
下
や
、

不
満
足
傾
向
の
強
ま
り
な
ど

も
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

に
つ
い
て
検
討
し
、
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
調
査
の
自
由
意
見
欄
で

も
現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
希
望
す
る
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
市
で

は
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
を
は
じ
め
、
医
療
・
介
護

体
制
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
第
５
次
富
良
野
市
総
合
計

画
も
４
年
目
を
迎
え
、
前
期
計

画
の
事
業
検
証
と
後
期
計
画

の
企
画
立
案
に
向
け
、
将
来
像

で
あ
る
「
安
心
と
希
望
・
協
働

の
活
力
の
大
地
『
ふ
ら
の
』」

に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲ごみステーションに設置され
た看板。各町内会での取り組みが
リサイクル率向上に寄与

満足度の高い事業

３上位
50.4％

ごみの分別と
リサイクル１

37.5％広報紙の内容２

22.5％観光の振興３

57.3％除排雪対策１

53.6％雇用確保対策２

47.4％市内の医療体制３

77.8％雇用確保対策１

74.1％市内の医療体制２

67.5％高齢者対策３

不満足度の高い事業 力を入れてほしい事業

項目別

市の施策に関する満足度（全45項目の傾向）
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中心市街地活性化に関する市民アンケート結果
　   鰹問 中心街整備推進課拶３９‐２３１５

平成２５年度

平成２５年度　中心市街地活性化に関する市民アンケートの結果は、中心街整備推進課、市役所情報コーナー、市ホームページでご覧になれます。
市ホームページアドレス　http://www.city.furano.hokkaido.jp/

結
果
概
要

　
取
り
組
み
の
評
価
と

し
て
、
約
４
割
の
方
が
中

心
市
街
地
が
賑
わ
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
、
約
７

割
の
方
が
活
性
化
事
業

の
取
り
組
み
に
期
待
を

寄
せ
、
約
８
割
の
方
が
中

心
市
街
地
へ
の
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
の
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
必
要
な
も
の
と
し

て
は
、
駐
車
場
や
除
排
雪

が
多
く
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
歩
道
の
歩
き
や
す

さ
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
自

由
に
使
え
る
施
設
、
子
ど

も
が
通
年
遊
べ
る
場
所

な
ど
の
要
望
も
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
は
、
国
の
認
可
を
受
け
た
「
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に

も
と
づ
き
、
中
心
市
街
地
　
　
に
お
い
て
活
性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

７７
ha

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
終
年
を
迎
え
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
認
知

度
や
評
価
、
ま
た
今
後
、
市
民
の
方
々
が
中
心
街
に
求
め
て
い
る
も
の
を
把
握
す

る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

アンケート項目抜粋

■Ｑ 中心市街地の各種活
性化事業への取り組み
結果、中心市街地は…

賑わってきている

賑わいを感じる
４３％

（８％＋３５％）

■Ｑ 行政と民間による中心
街活性化事業について

大いに期待している

期待している
６９％

（１９％＋５０％）

１９％

３５％

２６％

１２％

８％

１４％ １９％

５０％

１７％

■Ｑ 中心市街地活性
化への施策は必要か

必要である

必要である
８１％

（４６％＋３５％）

１４％

４６％

３５％

５％

■Ｑ 本計画は平成２６年
に終了となるが継続し
て２期計画を策定し取
り組むことが必要か

必要である
６４％

（３４％＋３０％）

２３％
３４％

３０％

１３％

■Ｑ 中心市街地の活性化のために必要と思われること
 ※「訪れたい」「長く時間を過ごしたい」と思う場所にするために必要なこと

中
心
街
賑
わ
い
実
感
４
割

「
休
憩
場
所
」
「
子
ど
も
の
遊
び
場
」
な
ど
の
要
望
も

調査の概要
対象者　９９８人（１８歳以上無作為抽出）　回収数　４３１人

調査期間　平成２６年１月３１日～２月２８日　 回収率　４３.１９％0

50

100

150

200

250

ＱＰＯＮＭＬＫＪＩＨＧＦＥＤＣＢＡ

「除排雪」「駐車場」に次ぎ
「休憩スペース」

153街並み景観の良さＡ

162街並みの清潔さＢ

185歩道の歩きやすさ、ベンチなどの休憩スペースＣ

191駐車場が多いＤ

115商店、飲食店の多さＥ

134商店街の品揃えの良さＦ

79映画館・ゲームセンターなどの娯楽施設Ｇ

142子どもが通年遊べる場所Ｈ

126通年待ち合わせに使える場所Ｉ

45いつも何かイベントをやっている施設Ｊ

146自由に使用できる施設Ｋ

83まちなか公園Ｌ

125２４時間トイレＭ

93夜間の明るさＮ

144公共交通の便利さ（バス）Ｏ

208冬期間の除排雪Ｐ

17その他Ｑ

少し賑わってきている

変わらない

「寂しく」なってきている

わからない

期待している

期待していない

わからない

少しは必要

必要ない

わからない

必要である

少しは必要

必要ない

わからない

（人）（複数回答可）

（人）
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パブリックコメントの実施結果をお知らせします

※パブコメ
パブリックコメントの略称で、市の政策や制度などを決定す
る際に、広く市民のみなさんに意見を募る手続きのことです。

コ メパ ブ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
過
疎
地
域
自
立
　

促
進
市
町
村
計
画
に
つ
い
て

期
間
　
５
月
　
日
～
６
月
３
日

１５

【
意
見
の
概
要
】

◆
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
高
齢
者
な
ど
保
健
及
び
福
祉
の

向
上
及
び
増
進
に
関
わ
る
、
互
い
に

支
え
合
う
環
境
の
構
築
及
び
組
織

的
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し

て
ほ
し
い
。

【
市
の
考
え
方
】

　
互
い
に
支
え
合
う
地
域
社
会
と

す
る
た
め
、
関
係
団
体
な
ど
が
連

携
・
協
力
し
、
何
が
必
要
か
を
見
極

め
、
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
今
後
の
施
策

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
お
い
て
具

現
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
意
見
の
概
要
】

◆
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
人
口
が
減
っ
て
も
魅
力
の
あ
る

住
み
や
す
い
ま
ち
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

【
市
の
考
え
方
】

　
今
後
も
、
本
市
の
地
域
資
源
を
活

用
し
、
市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課

拶
３
９
‐
２
３
０
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
い
じ
め
　
　
　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
推
進
条
例
（
案
）

期
間
　
４
月
　
日
～
５
月
　
日

２５

１４

【
意
見
の
概
要
】

◆
地
域
ぐ
る
み
の
　
　
　
　

「
教
育
」・「
見
守
り
」
に
つ
い
て

　
私
の
家
族
に
小
学
２
年
生
の
孫

が
い
ま
す
。

　
学
習
塾
の
お
話
の
中
か
ら
、
あ
る

母
親
が
、
「
私
の
家
は
経
済
力
が
な

い
か
ら
、
子
ど
も
に
塾
に
通
わ
せ
ら

れ
な
い
ん
で
す
。学
歴
も
な
い
か
ら
、

勉
強
を
教
え
る
こ
と
は
無
理
で
す
。

塾
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
と
比
べ

る
と
授
業
の
ペ
ー
ス
が
速
い
の
か

つ
い
て
行
く
の
が
大
変
み
た
い
で

す
。
苦
手
な
科
目
は
勉
強
も
し
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆
い
て
い
ま

し
た
。

　
文
部
科
学
省
も
「
親
の
収
入
や
学

歴
が
高
い
子
ど
も
ほ
ど
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
に

あ
る
」
と
公
表
し
て
い
ま
す
。
私
が

小
中
学
生
だ
っ
た
昭
和
　
年
代
も

３０

「
い
じ
め
」
は
あ
り
ま
し
た
。
貧
し

い
家
庭
、
学
力
の
劣
る
子
ど
も
ほ
ど

「
い
じ
め
」ら
れ
て
い
ま
し
た
。も
し
、

今
も
、
学
力
の
格
差
で
い
じ
め
ら
れ

る
も
の
で
し
た
ら
、
塾
に
通
っ
て
い

な
い
子
ど
も
に
も
勉
強
に
意
欲
を

持
た
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
学
力
を
伸
ば
し
て
あ

げ
る
場
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
学
習
会
な
ど
市
民
ぐ
る
み
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
及
び
事
業
者
の
役
割

と
し
て
、
第
７
条
、
全
体
で
児
童
生

徒
を
「
見
守
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

も
し
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
た
ら
、
通
学
路
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
に
通
学
時
間
に
合
わ
せ

て
、窓
か
ら
玄
関
か
ら
歩
道
に
出
て
、

子
ど
も
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
の

見
守
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
常

に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
い
じ
め
」
は
少
な
く
な
り
ま
せ
ん

か
？
大
変
で
し
ょ
う
が
、
市
民
に
お

願
い
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

意
見
と
し
て
提
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
最
後
に
孫
が
「
い
じ
め
」
で
他
人

に
傷
を
つ
け
た
り
中
傷
で
不
快
な

思
い
を
さ
せ
る
こ
と
が
、
な
い
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
市
の
考
え
方
】

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
「
富
良
野
市
い
じ
め
Z

E
R
O
推
進
条
例
（
案
）」
は
、
い

じ
め
の
根
絶
に
向
け
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
一
体
で

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・

早
期
解
消
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

学
力
の
格
差
が
あ
り
、
そ
の
解
消
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
習
会
を

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
か
と

い
う
ご
意
見
で
す
が
、
現
在
、
教
育

委
員
会
で
は
学
校
に
対
し
、
地
域
の

教
育
力
を
生
か
す
た
め
の
各
種
学
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あなたの声が富良野を変える

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

毎
年
２
８
０
名
程
度
の
登
録
が
あ

り
、
学
校
運
営
に
対
し
地
域
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
は
少
な
い
状
況
で
す
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
会
の

開
催
は
難
し
い
状
況
で
す
。
現
在
、

各
学
校
で
は
学
年
を
決
め
、
放
課
後

学
習
や
長
期
休
業
中
の
学
習
な
ど

を
希
望
者
に
行
い
、
学
力
の
格
差
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
条
例
第
７
条
の
市
民
及
び

事
業
者
の
役
割
と
し
て
全
体
で
児

童
生
徒
を
「
見
守
る
」
に
具
体
的
な

行
動
を
付
け
加
え
て
は
ど
う
か
と

い
う
ご
意
見
で
す
が
、
市
民
及
び
事

業
者
の
児
童
生
徒
の
見
守
り
方
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
、
具

体
的
な
行
動
を
一
つ
ひ
と
つ
条
例

で
規
定
し
て
い
く
の
は
難
し
い
で

す
が
、
こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ

と
で
、
「
い
じ
め
」
を
防
止
す
る
と

い
う
意
識
や
取
り
組
み
が
全
市
的

に
広
が
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

具
体
的
な
行
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
取
り
組
み
を
協
議
し
て
い
く

中
か
ら
、
広
報
な
ど
で
市
民
へ
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
２
０

▼市民参加手続をご存知ですか？
　「市民参加手続」とは、市の仕事の決定に市民の意見を反映させるため、その企画立案段階において、事前に

方法や時期などを定めて市民の意見を聴くことです。市民参加手続の方法はいくつかあり、ホームページ、行政

情報コーナー（市役所、文化会館、図書館、山部・東山支所に設置）、担当窓口で計画を公表し、広く意見を募

る「パブリックコメント手続」や意見交換会（各団体との意見交換会、地域懇談会）などもその一つです。

原案検討経過
平成２６年３月２７日　第３回富良野市子ども・子育て会議
平成２６年５月２８日　第４回富良野市子ども・子育て会議

原案（全文）の公表場所
◆行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）
◆担当課窓口（こども未来課）◆山部・東山支所窓口
◆文化会館ロビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方
許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法
虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は自由）、
　録音テープでお寄せください
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入し
　てください。公表はしませんが、記入がない場合
　には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ
保健福祉部こども未来課
〒０７６‐００１８　富良野市弥生町１番３号
　志３９‐２２２３　思３９‐２２２２
　死kodomo-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案を作成した理由
　子ども・子育て支援新制度は、平成２４年８月に成
立した「子ども・子育て支援法」にもとづき、平成
２７年４月から本格的な実
施が予定され、質の高い幼
児期の学校教育・保育の総
合的な提供や、保育の量的
拡大、地域の子ども・子育
て支援の一層の充実をめ
ざしています。
　この「子ども・子育て支
援新制度」により、市町村
では新たな事務が発生す
ることになり、その事務を
処理するための基準を定
めることとなっています。

原案の概要
虚地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条
　例骨子案
許特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
　営の基準に関する条例骨子案
距支給認定の基準に関する条例骨子案
鋸放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
　関する条例骨子案

※くわしくは右表に記載の公表場所で確認ください。

みなさんのご意見をお寄せください

▼次回予告　富良野市過疎地域自立促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例（案）について

　意見募集期間 ７月１５日鰹火 ～８月４日鰹月  ※概要は広報ふらの７月号お知らせ版に掲載します。鰹問 税務課拶３９‐2３０２

子ども・子育て支援新制度に基づき市が条例で定める基準案について
意見募集期間　７月２２日(火)まで
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良
野
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
案
内
役
」
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
「
ふ
ら
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」（
竹
内

節
二
代
表
）。
富
良
野
駅
に
併
設

さ
れ
て
い
る
観
光
案
内
所
の
入

口
に
専
用
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
構

え
、　

人
の
会
員
が
日
替
わ
り

18

で
訪
れ
た
観
光
客
に
対
応
し
て

い
ま
す
。　

　
会
の
活
動
期
間
は
、
4
月
末

か
ら
　
月
上
旬
。
会
員
の
ほ
と

12

ん
ど
が
現
役
を
退
い
た
方
々
で
、

会
員
の
中
に
は
英
語
な
ど
の
語

学
を
身
に
着
け
て
い
る
人
も
多

く
い
ま
す
。
竹
内
代
表
は
「
窓

口
に
来
る
観
光
客
の
4
割
は
外

国
人
。
分
か
り
づ
ら
い
英
語
を

話
す
人
も
多
く
て
聞
き
取
り
ず

ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分

は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
で
は
な
く

て
、
ペ
ラ
程
度
な
の
で
大
変
で

す
」
と
現
在
も
英
語
教
室
で
勉

強
に
励
む
毎
日
。
最
近
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
I
T
機
器
を

持
参
し
て
く
る
人
も
多
く
、
画

面
で
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
案
内
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市

内
外
の
施
設
見
学
で
会
員
同
士

が
情
報
共
有
す
る
ほ
か
、
月
1

回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
場
所
を
市

内
の
飲
食
店
な
ど
を
使
い
、
実

際
に
見
た
り
食
べ
た
り
し
た
経

験
を
観
光
客
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
な
ど
、
信
頼
性
の
高
い
情
報

提
供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ふらの観光　
ボランティア
ROCOCO

　
ま
た
、
年
1
回
開
催
さ
れ
て

い
る
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
全

道
大
会
に
参
加
し
、
全
道
各
地

で
活
躍
し
て
い
る
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
交
流
を
し
な
が
ら
、

他
の
ま
ち
の
情
報
も
共
有
し
て

い
ま
す
。

　
窓
口
で
案
内
し
た
観
光
客
か

ら
「
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
良
い
旅

が
で
き
ま
し
た
」
と
お
礼
や
感

謝
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
と

き
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま

す
」
と
話
す
竹
内
代
表
。「
い
ろ

い
ろ
な
人
と
会
話
を
し
て
、
楽

し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
活
動
内
容
の
趣
旨
を
理

解
し
て
、
一
緒
に
活
動
し
て
ほ

し
い
」
と
新
た
な
会
員
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
今
後
も
仲
間
を
増
や

し
な
が
ら
、
富
良
野
の
す
ば
ら

し
さ
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

富

▲ノロッコ号で駅に到着した乗客にお菓子などを渡すROCOCOの会員

真心込めてまちをご案内

▲多いときは、１日約６００人が訪
れる観光案内所。ROCOCOの窓口
には列ができることも

▲心（こころ）を反対から読んで名
付けられた「ROCOCO（ろここ）」。
人と接する場で真心を持って接する
という思いが込められている
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―
富
良
野
に
来
た
き
っ
か
け

　
以
前
、
日
本
に
留
学
と
仕
事

で
２
年
間
ほ
ど
暮
ら
し
た
経
験

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

長
野
県
の
ホ
テ
ル
に
勤
め
て
い

た
こ
と
が
あ
り
、
旅
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
観
光
の
仕
事
を
日
本
で

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
求
人
サ
イ

ト
か
ら
富
良
野
で
仕
事
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
周
り
か
ら
も
「
富

良
野
は
良
い
と
こ
ろ
だ
よ
」
と

勧
め
ら
れ
、
実
際
に
訪
れ
て
み

る
と
、
自
然
豊
か
な
場
所
で
と

て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。

―
仕
事
内
容

　
ハ
ン
グ
ル
語
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
翻

訳
、
旅
行
会
社
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
、
ブ
ロ
グ
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
の
外
国
語
授
業
も
経

滑

富良野小４年生の外国語授業の様子

験
し
ま
し
た
。
秋
ぐ
ら
い
か
ら
、

韓
国
語
講
座
も
開
催
予
定
で
す
。

―
富
良
野
の
好
き
な
場
所

　
鳥
沼
公
園
が
好
き
で
す
！
す

ご
く
落
ち
着
き
ま
す
ね
。
そ
れ

か
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
な
の

で
、
休
日
は
遠
出
す
る
こ
と
も
。

こ
の
間
は
稚
内
ま
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
故
郷
の
釜
山
が
港
町

な
の
で
、
た
ま
に
海
が
恋
し
く

な
り
ま
す
。

―
移
動
距
離
は
気
に
な
ら
な
い
？

　
全
然
大
丈
夫
で
す
。
運
転
中

も
北
海
道
の
景
色
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
動
し
っ
ぱ
な
し
。「
来
て

良
か
っ
た
」
と
思
い
ま
す
。

―
意
気
込
み

　
富
良
野
の
こ
と
は
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の

で
、
ま
ず
は
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市経済部商工観光課
韓国担当スタッフ

 朴  
パク

 廚  沆 さん（２８歳）
ジュ ハン

韓国釜山市出身

　
市
商
工
観
光
課
の
韓
国
担
当
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、今
年

５
月
に
着
任
し
た
朴
廚
沆
さ
ん
。休
日
も
観
光
地
な
ど
を

周
遊
し
、実
体
験
を
も
と
に
富
良
野
を
Ｐ
Ｒ
す
る
朴
さ
ん

に
、富
良
野
の
魅
力
や
今
後
の
意
気
込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

実
体
験
も
と
に
富
良
野
を
Ｐ
Ｒ

着

任

※生活保護世帯・住民税非課税世帯の方は、がん検診（喀痰検査・前立腺がん検診を除
く）・エキノコックス症検診の料金が無料となります。申し込みの際にお知らせください。

【受付時間】

午前6時～10時３０分
※受診時間については、
こちらで調整させてい
ただくことがあります。

山部福祉センター７月８日鰹火 

勤労青少年ホーム７月９日鰹水 

保健センター
７月１０日鰹木 
　～１３日鰹日 

◆特定健診（国保加入者３０歳～７４歳）………………無料

◆健康診査（後期高齢者医療加入者）………………無料

◆胃がん検診（４０歳～７９歳）   ……………………１,５００円

◆肺がん検診（４０歳以上）  …………………………５００円
　※ 喀  痰 検査は別途５００円かかります。

かく たん

◆大腸がん検診（４０歳以上）  ……………………1,000円
　※無料クーポン券対象者は無料です。

◆前立腺がん検診（50歳以上） …………………1,000円

◆肝炎ウイルス検診……………………………………無料
　※過去に検査を受けたことがなく年度内に40・45・
　　50・55・60・65・70・75歳になる方

◆エキノコックス症検診（１８歳以下は無料）……３00円
　※対象は小学３年生以上の方です。５年に１回の受診となります。

７月の集団健診
　まだ受けられます！

検査時間は30～40分程度
　ぜひ、この機会にご自身の健康をチェッ

クしましょう。

※申し込みが必要です。

※がん検診などと一緒

に受診される場合は、1

時間程度かかります。

年に一度の
健康チェッ

ク
年に一度の

健康チェッ
ク！！

鰹問 保健医療課　拶３９‐２２００
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北海道善行賞　　　

子家庭の中、「子ど

もに淋しい思いを

させたくない」と時間調

整ができる自営業を求

め、美容室を開業。美容

室では、母子会割引で母

子会に貢献。開業と同じ頃、母の介護も必要と

なり、店舗付き住宅で仕事・子育て・介護にと

奔走してきました。平成２４年に長男、平成２６年

に次男が就職。次男の高校ではＰＴＡ役員を３

年間務めました。現在は、「お店に来る、耳に障

害のある方ともお話がしたい」と手話の資格取

得をめざしています。これらのことが評価され、

優良母子家庭として知事から表彰されました。

母

奥山 久江さん

優良母子家庭表彰

表彰

《功労表彰》
　対象は、次に該当する満６０歳を超えた方・団

体です。

虚自治の振興発展に功績が顕著（８～２０年以　

　上）。市長や議員、行政委員など。

許産業経済の振興発展に功績が顕著（２０年以　

　上）。商工観光、建築土木、農林関係分野で

　それぞれ活躍、功績のある方、また、優れた

　発明や改善をした方。

距保健・医療・福祉・環境に功績が顕著（２０年

　以上）。疾病予防、社会福祉向上、環境の保

　全、廃棄物の適正処理などに功績のある方、

　民生児童委員、人権擁護委員、保護司など。

鋸教育・文化・体育・科学技術の振興に功績が

　顕著（２０年以上）。学術、芸術、教育、文化

　財保護、体育振興などに功績のある方。

《貢献表彰》

　対象は、次に該当する個人・団体です。

虚地域自治・地域振興に大きく貢献（２０年以上）。

　連合会長や町内会長、ボランティア活動や青

　少年育成活動など、各種市民活動に功績のあ

　る方。

許市民の生命、財産及び安全を守るため、容易

　に他人のなしえない顕著な事績をあげた方。

《共通事項》

推薦方法　「候補者推薦書」に必要事項を記入

　　　　　（必要に応じて参考資料を添付）し、

　　　　　市役所、山部・東山支所に直接提出、

　　　　　または郵送してください。

推薦期限　７月3１日鰹木 必着

そ  の  他　推薦書・推薦要領は、総務課、山部

　　　　　・東山支所にあります。

鰹問 総務課  拶３９‐２３00

市市功功労労・・貢貢献献表表彰彰候候補補者者をを推推薦薦くくだだささいい

　市では、政治・経済・福祉・教育・文化などさまざまな分野で、市の発展に貢献された方や市民の

模範となる方を表彰しています。つきましては、下記事項に該当されると思われる方を推薦ください。

ディスカバー農山漁村の宝

成１８年３月

に富良野市

のご当地グルメとして誕生した「富良野オム

カレー」を通じて、協議会は、地元の食材の

使用とふらの牛乳を付けるなどルールを明確

化し、７年半で５０万食を販売。また、景観や

ドラマ観光に加えた観光資源として地域ブラ

ンド化を確立。さらに小中学校やスーパーで

のレシピカード配布などにより、地域に根差

した食文化を醸成するなど、地域活性化の取

り組みが評価され認定されました。

平

富良野

 オムカレー

  推進協議会
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　中富良野　

なかふらのフェスタ２０１４ラベンダーフェア
《なかふらのラベンダーまつり＆花火大会》
と　き　７月１９日鰹土 　午前１１時３０分～午後９時
ところ　町営ラベンダー園
内　容　キャラクターショー・花火大会など

《ＪＡふれあい広場》
と　き　８月２日鰹土 　午前１０時～午後２時３０分
ところ　ＪＡふらの中富良野支所駐車場
内　容　青果物即売会・ジャンボのり巻きなど

鰹問 実行委員会事務局（なかふらの観光協会）拶３９‐３０３３

　南富良野　

太陽と森と湖の祭典
第４３回かなやま湖々水まつり
　１日目は、アマチュア音楽家の熱いステー
ジ。２日目は、イベントが盛りだくさん。フィ
ナーレを飾る花火大会は迫力満点！湖を渡
る７００メートルのナイアガラの滝は必見です。

と　き　７月２６日鰹土 ・２７日鰹日 

ところ　かなやま湖畔キャンプ場

鰹問 太陽と森と湖の祭典実行委員会 　拶３９‐７０００

　占冠　

第４０回占冠村ふるさと祭り
　占冠村和牛のローストビーフやヤマメ、エ
ゾシカのから揚げなど、地元産品が味わえま
す。前夜祭では、大抽選会や迫力満点の花火、
占冠のゆるキャラもお披露目します！

と　き　８月２日鰹土 ・３日鰹日 

ところ　占冠村農村公園（道の駅隣り）

鰹問 ＮＰＯ法人占冠・村づくり観光協会 拶３９‐８０１０

　上富良野　

かみふらの花と炎の四季彩まつり
　歌謡ショーやキャラクターショー、あんど
ん行列、花火大会などイベント盛りだくさん。
会場には、ご当地キャラ「らべとん」も遊び
に来ます！

と　き　７月２０日鰹日 　午前１０時～

ところ　日の出公園

駐車場　東町５丁目（日の出公園オートキャンプ場斜め向かい）

鰹問 同運営委員会事務局　　　　拶４５‐２１９１

ちょっくら

となりまち

地域おこし協力隊員

山本  美  麗 さん
み らい

平成２５年６月から協
力隊員として、山部
地区を拠点に活動を
行っている。和歌山
県出身。

　地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化が進む地方において、地域外の人材を受け入れ、その定住・定着を図ることで、地域力の維
持・強化を図っていく取り組みです。このコーナーでは、富良野市の協力隊員第１号である山本さんの取り組みを紹介します。

飛び出せ！地域へ

鋸

富良野市地域おこし協力隊 検  索 角フェイスブックページ

　　　　　　　をチェッ
ク！

◆
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

４
月
の
あ
る
日
、
富
良
野
青
年

会
議
所
さ
ん
か
ら
、『
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ク
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
』
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
参

加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
森
の
こ
と
を

知
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
３
種
類

（
森
林
散
策
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体

験
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
）
用
意
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

私
の
担
当
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

合
間
に
用
意
す
る
軽
食
の
準
備
で

す
。「
３
時
の
お
や
つ
の
よ
う
な
も

の
が
い
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
片
手
で
食
べ
や
す
い
チ
ー
ズ

タ
ル
ト
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
作
る
な
ら
、
山
部
産
の
物

を
使
い
た
い
！
っ
と
思
い
、
ハ
ス

カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
チ
ー
ズ

タ
ル
ト
に
決
定
し
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
に

配
り
、
食
べ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
き
は
、
ど
う
か
な
ど
う
か
な
？

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、「
お
い

し
い
！
」
っ
と
言
っ
て
い
た
だ
い

て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

◆
花
壇
作
り

山
部
厚
生
病
院
跡
地
で
昨
年
に

引
き
続
き
、
今
年
も
花
壇
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

山
部
地
域
の
方
と
あ
さ
ひ
郷
さ

ん
と
一
緒
に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

な
ど
、
約
３
０
０
０
株
を
植
え
て

い
き
ま
し
た
。
昨
年
の
花
壇
作
り

は
、
す
で
に
花
が
咲
い
て
い
た
の

で
す
が
、
今
年
は
ほ
と
ん
ど
が

葉
っ
ぱ
の
状
態
な
の
で
、こ

れ
か
ら
先
、
花
が
ど
ん

な
感
じ
に
な
る
の
か

待
ち
遠
し
い
で
す
。

▲初めてのチェーンソーにドキドキ。おや
つには手づくりチーズタルトを振る舞った
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◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆７月の休館日
　毎週月曜日
　２２日鰹火 ・２５日鰹金 　

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　「もっと富良野のまちを知ろう！」をテーマに塾生がまちを
散歩しながら「みっけた」ものや人を集めていく企画です。

鰹問 ふらの青年塾事務局（社会教育課内）　拶３９‐２３１８

富良野林業の担い手
　今回は、私たちふらの青年塾のメンバーの猫宮 大  輝 

たい き

さん（札幌市出身37歳）を紹介します。

　猫宮さんは「有限会社エコネコ」という会社の社長

で、麓郷を拠点として林業に関わる仕事をしています。

現在社員は猫宮さんを含めて５人。仕事内容は農家さ

んなどが所有している山の管理や植林・伐採その他、

林道を作ったり、調査したりと林業に関する全般的な

業務を森林組合から依頼され、仕事をしています。一

年を通してほとんど休みはないそうですが、全然苦に

していない様子。猫宮さんは、「好きでやっていること。

自分で育て管理し、木の日々の成長がわかるのがとて

も面白い。生まれ変わってもまたこの仕事をしたい」

と楽しそうに話します。

　林業を志したのは高校時代。自然破壊の問題が騒が

れていた中、「自然を守りたい！」と思うようになり、

その後、見事夢を叶えますが、今日に至るまでは紆余

曲折を経験。ときには伐採中に木が自分の方に倒れて

きて大けがをし、生死の境目をさまよったこともあっ

たそうです。また、平成14年に会社を立ち上げた当時

みっけた～その羽

作業現場で林業への熱い思い
を語る猫宮さん

注目の本！ 一般書NEW

伝わる！修造トーク 一瞬で心
をつかむ「話し方」６０のルール
／ 松岡 修造

PALETASおうちで作るフ
ローズン・フルーツバー
／ PALETAS

北海道コテージ＆キャン
プ場ガイド2014-15
／ 紺谷 充彦

児童書 NEW

パンダのひみつ
／ 池田 菜津美 文、松橋 利光 写真、
神田 めぐみ イラスト

悟空、やっぱりきみがすき！
／ 向 華 作、馬 玉 絵、施 桂栄 訳

マリー・アントワネット
（コミック版世界の伝記２８）
／ 山田 せいこ

展示・イベント

【２階展示ホール】

　第２３回富良野水墨画・墨彩画展　７月４日鰹金 ～１３日鰹日 

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　　　７月１２日鰹土 午前10時30分

　英語のおはなし会　　　　７月１９日鰹土 午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　毎週水曜日　午後３時
　　　　　　　　　　　　　 ※夏休み期間中の３０日はお休みです。

　キモい人、キモい物、キモい光
景…。「キモい」という感覚は、
そもそもどのようなものであり、
どのように理解すべきなのか。精
神科医・春日先生が、自身が体験
した「キモさ」にまつわる数多く
のエピソードから検討する。

「キモさ」の解剖室

春日 武彦

ＢＯＯＫＳ

は、コンスタントに仕事を得られず、バイトをしなが

ら生計を立てていたことも。今では軌道にのり、忙し

く仕事をさせてもらえるようになりました。

　今後について、「富良野を拠点に活動を展開したい。

富良野が好きなんですね。60歳を過ぎて体が動かなく

なったら南国にでも行ってみようかな」と笑顔で話し

てくれました。また、猫宮さんは社団法人富良野青年

会議所の理事でもあり、まちづくりに関する各種イベ

ントを企画するなど、幅広い活動をしています。

　猫宮さんのような、普段出合うことのない人たちと

つながりを持てるのがふらの青年塾。みなさんもぜひ

入塾して、同世代の人とつながりを持ってみません

か？興味のある方は上記事務局までご連絡を！
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

ハイハイが上手にできるようになりましたハイハイが上手にできるようになりました！！

千葉千葉 祐里那 祐  里  那 さんさん
ゆ り な

　　　 (７カ月(７カ月))　東町東町

我が家の怪獣…吠えます我が家の怪獣…吠えます！！

佐藤ここ佐藤 こころろさんさん　(９カ月）(９カ月） 春日　春日町町

　
６
月
　
日
土
曜
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

１１

タ
ー
は
、
父
親
に
も
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動

の
様
子
や
、
子
ど
も
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
ふ

れ
あ
い
方
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
「
パ

パ
広
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
開
催
し
た
「
パ
パ
広
場
」
に
は
、

親
子
　
組
が
参
加
。遊
具
遊
び
や
紙
芝
居
、

１３

体
操
な
ど
を
と
お
し
て
親
子
で
ふ
れ
あ

い
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
は
、
「
子
育
て
の
楽
し
さ
を
パ
パ
に

も
体
験
し
て
ほ
し
く
て
開
催
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
参
加
し
た
パ
パ
た
ち
が
笑
顔
で

帰
ら
れ
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
パ
パ
広
場
は
、今
後
も
予
定
し
て
お
り
、

次
回
は
　
月
。
育
児
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

１１

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

子育てパパ応援企画

パパ広場

子育て支援センターが行う
「ふれあい広場」に登録して
いる児童（０～２歳）とそ
の父親を対象とした子育て
支援企画で、今回が初開催。
子育て支援センターでは年
２回ほど計画しており、次
回は１１月

子
育
て
の
楽
し
さ
を
パ
パ
に

子
育
て
の
楽
し
さ
を
パ
パ
に
もも

佐藤克佐藤 克昭昭さんさん

　　 柚希 柚  希 さん(２歳さん(２歳))

ゆず き

妻
の
息
抜
き
に
な
れ
ば
と
思
い
、

参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
ど
ん

な
風
に
過
ご
し
て
い
る
か
知
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

参加者
の声
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▼１０年ワインのお味は？
蔵出しワインを楽しむ会　　５月３０日鰹金 

庁１００年を記念して貯蔵したふらのワイン・果

汁のタイムカプセルを開け、熟成した味を楽

しもうとワイン工場は、「蔵出しワインを楽しむ

会」を開催しました。タイムカプセルは、貯蔵か

ら１０・２０・３０・５０・１００年に開封される予定で、今

回は１０年保存のワイン・果汁を参加者に振る舞い

ました。開封したワイン・果汁は１５種類２２本。参

加したエゾシカ肉加工販売会社事務局長の猫山 宜 
よし

開

 誠 さんは、「１０年前のワインと今のワインを飲み比べ、
なり

その違いに、ワインの奥深さを感じました。２０年後の

開封も楽しみ」と熟成ワインの味を堪能していました。

　ワイン工場でワイン会を行うのは今回が初めて。会

の序盤では、樽の熟成庫を公開し、熟成途中のワイン

を試飲してもらいながら、樽熟成の行程を職員が説明

しました。亀渕雅彦所長は、「肌でふらのワインの歴

史やこだわりを感じてもらおうと、この場所での開催

を企画しました。今後も、ワイン工場を会場にしたワ

イン会を企画しながら、ふらのワインのファンを増や

していきたいです」と話していました。

滑２００４年に貯蔵したタイムカプセ
ルを開封
▼樽熟成庫で熟成途中のワインを
試飲しながら説明を聞く参加者

▲１０年もののワイン・果汁１５種類が
参加者に振る舞われた

▼野球が結ぶ友好の輪
アフリカンドリームフェス　  ６月１４日鰹土 

ルキナファソ野球を応援する会（出合祐太代

表）が主催するアフリカンドリームフェスが

文化会館で開催されました。会は西アフリカにあ

るブルキナファソの野球を発展させるための支援

活動を行っており、今年はブルキナファソからプ

ロ野球選手をめざす４人が来富。フェスでは来場

者に手作りの郷土料理を振る舞うなど、アフリカ

の食文化を紹介。また、翌日に高知ファイティン

ブ

グドッグスのトライアウトを受ける４人はそれぞれ

夢を語り、アミールさんは「自分の国でも、たくさん

の子どもたちが野球をできるようにしたい」と母国の

野球発展にも貢献したいという思いを話していまし

た。フェスにはトライアウトを主催する高知ファイ

ティングドッグスの関係者も参加し、北古味球団総括

部長は「野球を通じて高知と富良野の交流が図られれ

ば」と新たな形で友好の輪が広がることを期待してい

ました。会場ではアフリカの音楽が演奏され、４人が

音楽に合わせながらダンスを披露するなど、来場者と

一緒に楽しいひとときを過ごしていました。

▼ブルキナ風のパンやスープが
振る舞われる

▲演奏に合わせて踊りながら会場
を盛り上げる４人



ズームアップ

まちのできごと

2233 FFuurraannoo 22001144--77

嫉 嫉
嫉

嫉
嫉嫉

▼公民館をまるごと楽しもう
公民館フェスタ　　６月７日鰹土 ・８日鰹日 

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららのの

▼初勝利！１万人が運動
チャレンジデー２０１４　　５月２８日鰹水 

口規模がほぼ同じ市町村間で、１５分以上何らか

の運動やスポーツをした住民の参加率を競う

「チャレンジデー」。今年は、昨年を大きく上回る

１１,１６６人（４７.4％）が参加し、対戦相手の兵庫県養

父市に勝利しました。実行委事務局のふらの体育協

会は、「活動の浸透や事業所の協力、晴天だったこ

とが参加率上昇につながった。協力いただいた市民

のみなさまに感謝」と初勝利を喜びました。

人
品展示や芸能発表など、老若男女が楽しめる多

彩な催しが繰り広げられる公民館フェスタ。市

内のパン職人が教えるパンづくりや子育てママを対

象としたヨガ教室など新企画も多数開催。ロビーコ

ンサートでは、園児バンドが演奏を披露し会場を盛

り上げていました。ヨガ教室に参加した高田智恵子

さんは、「体の内側から変わった気がする。また受け

てみたい」とすがすがしい表情で話していました。

作

《富良野市》
　参加者11,166人
　（昨年9,565人）
　参加率４７.４％
　（昨年４０.２％）

《養父市》
　参加者7,986人
　参加率３０.８％

▼お花のおもてなし各地で
「花の駅長」委嘱式　  　　　　　　 ６月３日鰹火 

国道３８号植樹帯　花植ボランティアサポート   ６月４日鰹水 

学社融合推進事業「花いっぱい運動」　  ６月１１日鰹水 

光シーズンを前に、駅や通りを彩る「花いっ

ぱい運動」が市内各地で行われました。

　ＪＲ富良野駅は、緑峰高校の園芸科学科草花班

１５人（２、３年生）を「花の駅長」に任命。草花

班は、実習で育てた花２５０株をプランターにレイア

ウトし、富良野駅に設置しました。熊谷亜利沙班

観

長は、「レイアウトがきれいにできた。昨年よりも多

くの人に見てもらいたい」と話していました。

　国道３８号線の花植ボランティアでは、老人クラブ連

合会や商工会議所女性会など総勢３８０人が参加し、

3,600株の花を植えました。

　山部地区では、学社融合推進事業として行っている

地域と学校の協働による「花いっぱい運動」が行われ、

花５２０株を、地域の方々と山部小・中の生徒が協力し

て、プランターに移し替えました。その後、プランター

は国道に設置。参加した小野寺道子さんは、「孫とい

るようで楽しかった」と笑顔で話していました。

滑花の駅長さんに任命された緑峰高校
園芸科学科草花班▲花植えボランティ
ア３８０人が国道３８号線の植樹桝に一斉に
花を植えた葛地域の人たちと一緒に花
植えを行う山部小・中の生徒たち
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こんにちは

保健師です！

　ビールがおいしい季節になりました。ビールには

「プリン体」が多く含まれるので良くないとよく言わ

れますが、アルコール飲料は種類に関係なく注意し

なければならないのはご存じですか？それは、ビー

ルでも日本酒でも焼酎でも、アルコールには尿酸値

を上昇させる作用があるからです。

　「尿酸」が増加して関節に激しい痛みが現れる痛風

は、発症年齢も大きく変わり、昔は50歳代が最も多

かったのですが、1992年には30歳代での発症が最も

多く、20歳代での発症も多くなっています。現在の

推定患者数は96万人で、その9割が男性です。

　痛風は男性ホルモンと関係があるため、男性に圧

倒的に多く見られます。男性ホルモンの働きによっ

て、体内の尿酸の量が増えやすいのです。この尿酸は、

「プリン体」という物質が材料となって作られていま

す。プリン体は細胞に含まれていて、遺伝子を構成

する重要な物質の一つですが、体内にプリン体が増

え過ぎないように、次のことに気をつけましょう。

《予防法虚》アルコールやプリン体の多い食品は適量に

　アルコールが肝臓で分解されるとき、プリン体の

分解も進んで尿酸がたくさん生成されます。さらに、

アルコールを大量に摂取した場合には、腎臓からの

尿酸の排出が妨げられ、尿酸値が上がりやすくなっ

てしまうのです。「プリン体オフ」のビールは、普通

のビールに比べて確かにプリン体は少ないですが、

アルコールであることには変わりないのです。

《予防法許》肥満を改善するだけで尿酸値が下がることも

　痛風や高尿酸血症は、肥満と密接な関係がありま

す。肥満があると「インスリン」という血糖値を下

げるホルモンが効きにくくなります（インスリン抵

抗性）。体はなんとかインスリン抵抗性に対抗しよう

と、インスリンの分泌量を増やします。こうしてイ

ンスリンが増加すると、腎臓で「乳酸」という物質

の吸収が高まります。乳酸が増えると尿酸の排出を

妨げてしまうため、尿酸値が高くなりやすいのです。

《予防法距》水分、野菜、適度な運動を

◆水分を十分にとって尿量を増やすと、尿酸の排出

　量を増やすことができます。

◆尿酸が結晶化すると尿路結石ができやすくなるた

　め、尿を中性に保つために野菜を

　十分にとるようにします。

◆適度な運動を行うと、その背景に

　ある肥満や生活習慣病の改善に効

　果があります。

痛風を予防しよう

今月のテーマは

（年金資産）が明確で、自己責任で運用商品を選び
運用するのが特徴です。

申込み・問合せ
【付加年金】
　日本年金機構旭川年金事務所（拶０１６６‐２７-１６１１）
【国民年金基金・確定拠出型年金（個人型）】
　北海道国民年金基金（拶０１２０‐６５‐４１９２）

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２４年７月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日以

降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、誕

生月に送られてくるはがきを返送することで、基礎年

金の手続き完了です。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

あなたも年金を増やしませんか？
【付加年金】
（国民年金基金に加入していないことが条件）
　国民年金第１号被保険者は国民年金保険料を納
付する際に、付加保険料を納付することで、老齢基
礎年金に付加年金が上乗せされます。
・付加保険料額　月額400円
・付加年金額　　200円×納付月数

【国民年金基金】
　第１号被保険者が対象となり、「地域型」「職能型」
のいずれかを選択して加入することになります。
　加入者は、掛け金や受けたい年金額などに応じて、
口数と給付の型を選択して、国民年金保険料とは別
に掛け金を納めます。国民年金基金は、国民年金の
任意加入被保険者の方は加入できません。

【確定拠出年金（個人型）】
　公的年金に上乗せされる制度です。自分の持分

プリン体のカット
だけでは不十分！
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌固定電話固定電話機機（ス（スリム型）リム型）捌捌煙突式床暖ストーブ、マット（約煙突式床暖ストーブ、マット（約33
畳畳））捌捌プラスチック植木鉢（直径３０cmプラスチック植木鉢（直径３０cm））捌捌漬物石（直径１５漬物石（直径１５唖唖））
捌捌ロードランナー（自走式ロードランナー（自走式））捌捌学習机学習机捌捌スパイクタイヤスパイクタイヤ捌捌大正琴大正琴
捌捌煙突式石油ストー煙突式石油ストーブブ捌捌エレクトーンエレクトーン

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌ピアピアノノ捌捌バイク（１２バイク（１２５５穐穐））捌捌西中学校制服（女子１５０～１６西中学校制服（女子１５０～１６００唖唖））
捌捌富良野高校１年教科書（古典、国語、英富良野高校１年教科書（古典、国語、英語語））

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー羽

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　最近、金融商品等取引名目の特殊詐欺が急増
しています。それら詐欺のさまざまな手口の一
端を紹介します。

◆「以前の投資被害を取り戻せる」と持ち掛
　けて手数料を請求する。

◆「特定の人しか買えないので名義を貸してく
　れ」と老人ホーム入居権や架空の金融商品取
　引を持ち掛け、「人助けになる」と言うので
　承諾すると「名義貸しは違法でトラブルが発
　生した」などと言って、トラブル解決のた
　めの弁護士費用などを請求する。

◆「必ず儲かる」と言って株(未公開株)や社債
　への投資、外国通貨を購入させる。

◆パンフレットを送付した後に別の会社を名
　乗り、「その会社の株は値上がり確実」と言っ
　て投資させる。

　この他にも、勧誘手口はさまざまで巧妙です。
お金の受け取り方は金融機関からの「振り込
み」に加え、自宅や待ち合わせ場所で現金を
受け取る、指定された私書箱に郵送するという
方法が増えてきました。うまい話はありません。
このような話には耳を貸さず、きっぱり断りま
しょう。また、お金を支払う前に、身近な人
やセンターに相談してください。

今月は「生活まめ知識」

買え買え詐欺にご注意！

金属類の出し方について

　なべ・スプーン・包丁・金属キャップ、カミ

ソリなどが対象となります。

　無色透明袋に入れて出してください。刃物は

危険なので厚紙で包み「刃物」と表示して出し

てください。

※電池や基盤などは出せません

　諮電池は電池の回収ボックスへ入れてくださ

　　い。（設置場所は、ごみの出し方・分け方ガ

　　イドブックで確認してください）

　諮基盤は、小型電気製品で出してください。

　　（市役所又は支所で小型電気製品専用袋を

　　購入してください）

空き地・空き家の適正な管理

　近年、空き地や空き家が放置されていること

によって、近隣住民の方が不安に感じたり、生

活環境に悪影響を及ぼしているなどの相談が、

市へ寄せられています。

　空き地、空き家は個人の資産ですので、所有

者（管理者）は適正に管理する責務があります。

所有者は、空き地や空き家の様子を定期的に見

る、自分で管理できない場合は業者に依頼する

など、適正な管理を心がけてください。
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

海
で
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

　
海
水
浴
場
以
外
の
場
所
で
の

遊
泳
や
飲
酒
後
、
過
労
、
睡
眠

不
足
の
状
態
で
海
に
入
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
護

者
の
方
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
目

を
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

鰹問 
留
萌
海
上
保
安
部

拶
０
１
６
４
‐
４
２
‐
９
１
１
８

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

博
物
館
・
美
術
館
め
ぐ
り

　
道
立
近
代
美
術
館
特
別
展
「
徳

川
美
術
館
展
」、
福
山
醸
造
、
北
海

道
鉄
道
技
術
館
を
見
学
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
７
日
鰹木 

　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

集
合
場
所
　
文
化
会
館

参
加
料
　
４
０
０
０
円
（
入
館

料
・
昼
食
代
込
み
）

定
　
員
　
先
着
　
人
４３

申
込
み
　
７
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

２５

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
集
い

 

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
観
察
会

　
暗
闇
の
鳥
沼
公
園
で
幻
想
的

な
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
う

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
観
察
し
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
　
日
鰹土 

１９

　
　
　
午
後
７
時
　
分
～
９
時

３０

と
こ
ろ
　
鳥
沼
公
園
駐
車
場

講
　
師
　
富
良
野
の
自
然
に
親

し
む
会
　
井
口
 和
信
さ
ん

参
加
料
　
無
料

服
　
装
　
動
き
や
す
い
服
・
長
靴

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

農
産
物
直
売
所
  　
　

「
こ
よ
っ
と
」
オ
ー
プ
ン

　
東
山
光
陽
地
区
の
農
家
が
、

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
振
興
を

目
的
に
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
！

と
　
き
　
７
月
６
日
・
　

日
・

１３

　
日
・
　
日
・
　
日
・
８
月
２
日
・

２０

２１

２７

３
日
・
　
日
１０

各
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
東
山
光
陽
地
区
（
国

道
　
号
線
沿
い
、
帯
広
方
面
へ

３８
向
か
っ
て
右
手
テ
ン
ト
。
東
山

市
街
地
か
ら
車
で
約
５
分
）

鰹問 
こ
よ
っ
と
代
表
 小
笠
原
さ
ん

このページは広告料収入で作成しています

拶
０
９
０
‐
８
６
３
２
‐
４
３
６
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ハ
ー
プ
レ
ク
チ
ャ
ー
と

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
ハ
ー
プ
奏
者
の
池
田
千
鶴
子

さ
ん
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
と
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
５
日
鰹土 

と
こ
ろ
　
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あ
か
な
ら

◆
公
開
レ
ッ
ス
ン
（
見
学
自
由
）

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

◆
ハ
ー
プ
演
奏
体
験
（
無
料
）

　
　
　
午
後
２
時
～

定
　
員
　
先
着
　
人
（
要
予
約
）

１０

◆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

料
　
金
　
１
０
０
０
円
（
１
ド

リ
ン
ク
付
き
）

鰹問 
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

拶
０
９
０
‐
２
０
７
４
‐
７
６
２
８

７月号

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.植木鉢の土は何ごみ？

Ａ．無色透明袋に入れて、灰
の日に出してください。

ありがとうございます

北村 ミヨさん

金 ３万円

ゆうふれの里

（図書館へ）　

児童書４冊

寄 付

Ｑ.花火は何ごみ？

Ａ．未使用の花火は、ごみに
捨てるとごみ火災の原因にな
ります。危険ですので、絶対
に入れないでください。お手
数ですが、市役所または各支
所にお持ちください。また、
使用済みの花火は、固形燃料
ごみになります。必ず水に浸
すなどして完全に消化された
ことを確認してから、出して
ください。

　北海道では、良好な景観の形成
と風致の維持、人々への危害の防
止のため、屋外広告物について
ルール（北海道屋外広告物条例）
を定めています。
　街路樹、道路標識、照明灯、消
火栓などは公共の財産です。営利
目的で、はり紙、はり札、広告旗、立

て看板などの広告物を表示するこ
とはできません。また、電柱につ
いても、許可を受けた広告物以外
の表示はできません。屋外広告物
の掲出には北海道の許可が必要と
なりますので、くわしくは上記を
検索して確認してください。

鰹問 都市建築課拶３９‐２３１６

みんなで守ろうみんなで守ろう　
美しい広告景　 美しい広告景観観 北海道屋外広告物クリーン強調月間 検  索

６月・９月は屋外広告物クリーン強調月間６月・９月は屋外広告物クリーン強調月間！！

角
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
森
づ
く
り
の
集
い

３８
　
富
良
野
自
然
塾
の
森
づ
く
り

は
、
今
年
で
　
年
目
を
迎
え
ま

１０

し
た
。
今
回
は
、
世
界
各
地
で

「
４
千
万
本
の
木
を
植
え
た
」
植

樹
の
神
様
「
宮
脇
昭
さ
ん
」
を

招
い
て
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
　
日
鰹月 
（
祝
日
）

２１

　
　
　
　
午
前
９
時

と
こ
ろ
　
富
良
野
自
然
塾
　
　

　
　
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
内

集
　
合
　
午
前
８
時
　
分
　
富

５０

良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
本
館
前

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
５０

持
ち
物
　
軍
手
・
飲
料
水
な
ど

服
　
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

※
小
雨
決
行
で
す
。
苗
木
の
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾

　
　
　
拶
２
２
‐
４
０
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ニ
ン
グ
ル
テ
ラ
ス
　

　
　
野
外
遊
び
展
２

　
ニ
ン
グ
ル
テ
ラ
ス
の
野
外
に
、

森
の
中
の
素
材
で
作
っ
た
ア
ー

ト
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
　
間
　
７
月
　
日
鰹木 
ま
で

１０

と
こ
ろ
　
ニ
ン
グ
ル
テ
ラ
ス

鰹問 
遊
び
展
実
行
委
員
会

拶
２
２
‐
１
１
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
ホ
タ
ル
と
遊
ぶ
会
」

　
　
　
参
加
者
募
集

と
　
き
　
７
月
　
日
鰹土 

１９

　
　
　
　
午
後
６
時

集
合
場
所
　
鳥
沼
会
館（

東
鳥
沼
）

対
　
象
　
年
長
さ
ん
か
ら
小
学

２
年
生
ま
で
（
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
　
無
料
（
夕
食
あ
り
）

申
込
み
　
７
月
　
日
鰹火 
ま
で

１５

そ
の
他
　
雨
天
時
は
屋
内
活
動

※
新
規
隊
員
も
募
集
中
で
す
。

鰹問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
良
野
第

一
団
事
務
局
　
土
橋
さ
ん

拶
２
２
‐
１
９
５
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会

　
裁
判
の
要
件
や
概
要
説
明
、

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
２
日
鰹土 

　
　
　
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

※
参
加
費
無
料
・
申
込
み
不
要
。

説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、

資
料
を
送
り
ま
す
の
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

鰹問 
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道

弁
護
団
事
務
局

拶
０
１
１
‐
２
３
１
‐
１
９
４
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

少
年
鑑
別
所
　
　
　

　
　
　
施
設
見
学
会

と
　
き
　
７
月
　
日
鰹日 

２７

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

と
こ
ろ
　
旭
川
少
年
鑑
別
所

（
旭
川
市
豊
岡
１
条
１
丁
目
３
番
　
号
）

２４

対
　
象
　
　
歳
以
上

１５

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
旭
川
少
年
鑑
別
所

拶
０
１
６
６
‐
３
１
‐
５
４
６
８

捌
０
１
６
６
‐
３
９
‐
２
１
７
３

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
（
単
身
入
居
可
能
住
宅
）

東
麻
町
団
地
（
東
麻
町
　
番
）

１２

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

５０

●
高
齢
者
世
帯
向
け
住
宅
（
単

身
入
居
可
能
住
宅
）

北
の
峰
団
地
（
北
の
峰
町
　
番
）

２７

平
成
　
年
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１４

緑
町
団
地
（
緑
町
４
番
）

平
成
７
年
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

受
付
期
間
　
７
月
７
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１８

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
を
含

む
）
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

広告 広告

噛発売期間
  ７月４日鰹金 
　～７月２５日鰹金 
噛抽選日
  ８月５日鰹火 

この宝くじの収益金は市町村の明るく住み
よいまちづくりに使われます。

66今年のサマーは　  億円
サマージャンボミニ６千万同時発売
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

審
議
会
委
員
の
公
募

◆
環
境
審
議
会
委
員
【
４
人
】

任
　
務
　
環
境
基
本
計
画
、
環
境

の
保
全
な
ど
に
関
す
る
調
査
審
議

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
年
２
回

程
度
の
会
議
に
出
席
可
能
な
方

任
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

報
　
酬
　
半
日
２
７
５
０
円

（
税
込
）・
交
通
費
　
円
／
　
（
片

２０

km

道
５
　
以
上
）

km

申
込
み
　
市
民
環
境
課
に
あ
る

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
７
月
　
日
２２

鰹火 
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
環
境
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
８
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

対
　
象
　
市
内
の
個
人
、
団
体
、

事
業
所
な
ど

申
込
締
切
　
９
月
１
日
鰹月 
ま
で

応
募
方
法
　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や

花
壇
の
写
真
（
２
Ｌ
判
）
を
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。（
写

真
の
裏
面
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
時

期
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

表
　
彰
　
ふ
ら
の
環
境
展
２
０

１
４
（
９
月
下
旬
開
催
予
定
）

に
て
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
応
募
先

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

弥
生
町
１
番
１
号
富
良
野
市
役

所
内
「
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議

事
務
局
」
拶
３
９
‐
２
３
０
８

捌
２
３
‐
１
３
１
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

狩
猟
免
許
試
験

試
験
日
　
８
月
３
日
鰹日 

　
　
　
　
午
前
９
時

試
験
会
場
　
上
川
合
同
庁
舎

申
請
期
限
　
７
月
　
日
鰹金 

１８

※
郵
送
は
７
月
　
日
鰹火 
必
着

２２

申
請
手
数
料
　
５
２
０
０
円

問
合
せ
／
申
請
先

上
川
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

自
然
環
境
係

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
２

◆
予
備
講
習

と
　
き
　
７
月
　
日
鰹日 

２７

と
こ
ろ
　
旭
川
市
民
生
活
館

（
旭
川
市
緑
町
　
丁
目
）

１５

鰹問 
北
海
道
猟
友
会
旭
川
支
部

拶
０
１
６
６
‐
３
５
‐
５
１
１
５

※
市
で
は
、
市
内
に
在
住
す
る

方
に
対
し
、
わ
な
猟
免
許
及
び

第
１
種
銃
猟
免
許
を
新
規
に
取

得
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
農
林
課
耕
地
林
務
係

拶
３
９
‐
２
３
０
９

富良野広域連合議会第２回臨時会が開催されまし富良野広域連合議会第２回臨時会が開催されましたた

防
火
体
制
の
強
化
図
り
条
例
改
正

　
５
月
　
日
開
催
の
本
臨
時
会
で
は
、
議
案
６
件
（
予

２９

算
１
件
、
人
事
２
件
、
条
例
改
正
１
件
、
そ
の
他
２
件
）

が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
事
務
管
理
者
の
選
任

と
教
育
委
員
の
任
命
同
意
、
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
案
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

虚
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２６

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
７
８
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
補
正
》

●
一
般
管
理
費
増
（
児
童
手
当
）
１
０
０
千
円

●
畜
産
業
費
増
（
牧
場
管
理
運
営
費
な
ど
）
　
９
３
２
千
円

●
上
富
良
野
消
防
署
費
増
（
一
般
事
務
費
な
ど
）　

１
０
０
千
円

●
中
富
良
野
支
署
費
増
（
一
般
事
務
費
な
ど
）

　
１
０
０
０
千
円

●
占
冠
支
署
費
増
（
一
般
事
務
費
、
賠
償
金
な
ど
）

　
７
４
６
千
円

許
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
占
冠
消
防
支
署
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
）

距
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
つ
い
て

　
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
火
気
器
具
等
取
扱
規
定

の
整
備
、屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制
の
構
築
を
図
り
、

大
規
模
な
催
し
を
主
催
す
る
も
の
に
対
し
、防
火
担
当
者
の
選
任
、

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
計
画
の
作
成
等
を
義
務
付
。

鋸
自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償
及
び
和
解
に
つ
い
て

　
物
損
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

※
人
事
案
件

【
事
務
管
理
者
】
石
井
 隆

【
教
育
委
員
会
委
員
】
近
内
 栄
一

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】
堀
川
 眞
理
、
桐
澤
 博
、
高
畑
 公

子
、
伊
藤
 和
朗

【
補
充
員
】
藤
本
 利
昭
、
河
合
 良
美
、
荏
原
 哲
、
堀
田
 修
司

　犬の飼い主は狂犬病予防法により、次のこ
とが義務づけられています。

虚ワンちゃんの登録（生涯1回、登録手数料3,000円）
    生後91日以上の犬を取得した方は、30日以内に
登録をしなければなりません。

許毎年1回の狂犬病予防注射
　狂犬病は、発症すると致死率100%の恐ろしい
病気です。日本では、撲滅されていますが、近隣
諸国では発生が続いています。予防注射によって
愛犬が狂犬病にかかるのを防止でき、加えて人へ
の感染を防ぐことができます。

距法律で飼い主に責任
　マナーやルールを守らない飼い主が、近年増え
てきています。特にフンの未処理や放し飼いなど
の実情が後を絶ちません。噛みつき被害の防止は
もちろんですが、マナーを守って誰もが住みやす
いまちづくりを進めましょう。

鰹問 市民環境課拶３９‐２３０８

守っていますか？

飼い主の つの義務３
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【７月中旬に『介護保険料のお知らせ』を送付します】

　介護保険料は、本人と世帯の課税状況や所得に応じて個人ごとに決

まります。保険料は、４月から翌年３月までを一年として計算します

が、年度途中での資格取得（65歳到達、他市町村からの転入など）ま

たは、資格喪失（他市町村に転出など）した場合は、加入期間（資格

を取得した月から喪失した月の前月まで）を月割りで計算します。

年　額保険料率対　　象　　者所得段階

23,400円基準額×0.５０
生活保護受給者及び非課税世帯
で老齢福祉年金受給者

第１段階

23,４00円基準額×0.５０
世帯全員が市民税非課税で本人
の課税年金収入額と合計所得金
額の合計額が80万円以下の方

第２段階

3５,１00円基準額×0.７５
世帯全員が市民税非課税で第２
段階に該当しない方

第３段階

42,500円基準額×0.９１

世帯の誰かに市民税が課税され
ているが、本人は非課税で本人
の課税年金収入額と合計所得金
額の合計が８０万円以下の方

第４段階

46,800円基準額×1.００
世帯の誰かに市民税が課税され
ているが、本人は非課税で第４
段階に該当しない方

第５段階 
（基準額）

54,200円基準額×1.１６
本人市民税課税で合計所得金額
が１２５万円未満の方

第６段階

58,500円基準額×1.２５
本人市民税課税で合計所得金額
が１２５万円以上２００万円未満の方

第７段階

70,200円基準額×1.５０
本人市民税課税で合計所得金額
が２００万円以上500万円未満の方

第８段階

81,900円基準額×1.７５
本人市民税課税で合計所得金額
が500万円以上の方

第９段階

６５歳以上のみなさんへ
鰹問 福祉支援課　拶３９‐２２５５

介護保険料に関するお知らせ

【保険料の納め方【保険料の納め方】】

◆特別徴収◆

年金の年額が１８万円以上の方　

　年金（老齢・退職年金、遺族年金、障
害年金）の定期支払の際、受給額から保
険料があらかじめ差し引かれます。

※保険料年額の決定にともない、８月の
仮徴収額が変更になる場合があります。
これは仮徴収額と本徴収額で納付する額
に大きな差が生じる方に対し、その差額
を解消するため、年金支給月ごとの徴収
額を平準化するものです。

◆普通徴収◆

年金の年額が１８万円未満の方や年度途中
で６５歳になった方、他市町村から転入し
た方、所得段階が変更になった方　

　市から送付される納付書や口座振替で、
期日までに金融機関を通じて納めます。

仮　徴　収

※８月（３期）６月（２期）４月（１期）

前年の所得が確定していないため、４・６・
８月は前年度２月の保険料額と同額を納め
ます。

本　徴　収

２月（６期）１２月（５期）１０月（４期）

確定した年間保険料額から仮徴収分（４・
６・８月）を差し引いた額を、３回（１０・
１２・２月）に分けて納めます。

●改正なし７
割
軽
減 前年の合計所得が、33万円以下の世帯

●2人世帯以上が対象となっていたものを、
単身世帯も加える。
下記内容の「世帯主以外」を削除

５
割
軽
減
の
拡
大

前年の合計所得が、33万円＋（24.5万円
×世帯主以外の被保険者及び特定同一世
帯所属者の人数)以下の世帯

●軽減対象となる所得基準額を引き上げ
下記『　　』の部分を３５万円→４５万円に
改正

２
割
軽
減
の
拡
大

前年の合計所得が、33万円＋（『４5万円』
×被保険者及び特定同一世帯所属者の人
数)以下の世帯

◆賦課限度額の改正
　平成26年４月より地方税法施行令で定められている後期

高齢者支援金課税分の賦課限度額が１４万円から１６万円に、介

護納付金課税分の賦課限度額が１２万円から１４万円に改正さ

れたため、それぞれ賦課限度額の改正を行いました。

◆軽減基準額の改正
　平成26年４月より地方税法施行令で定められている軽減

基準額が改正されたため国民健康保険税条例を改正しまし

た。改正内容は、右の表のとおり低所得者の国民健康保険税

軽減基準額を拡大するものです。

◆パブリックコメントの省略理由
　地方税法施行令改正並びに平成25年度決算状況・平成

26年度予算を勘案し、平成26年３月30日の国民健康保険

運営協議会に諮問し答申をいただきました。また、この案

件は、６月の定例市議会に提案し議決を得る必要があり、

緊急を要するため、パブリックコメントを省略しました。
（富良野市情報共有と市民参加のルール条例第５条第２項第４号）

国民健康保険税条例の改正

※保険料基準額の月額平均

　全国：4,972円　北海道：4,631円　富良野市：3,900円



▼初めて開催されたパパ限定の親子のふれあい
広場「パパ広場」。いつもはママが大半を占める
子育て支援センターにイクメン１３人が集結！パ
パらの育児の情熱からか、担当者も「部屋がせ
まく感じた…」とか。次回は１１月。ママの息抜
きにもなるのでまだまだ需要はありそう。ただ
毎週となると…どうですか？お父さん？（し）

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　７月２６日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成2６年７月号  №６３4
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

 空 （２歳）
くう

城宝さん家のアイドル

葉
桜
の
湧
き
た
つ
並
木
朝
日
光

岩
田
　
美
雪

寄
り
添
い
て
白
馬
の
親
子
青
葉
喰
む

相
良
　
紀
子

食
事
会
 蝉
 の
合
唱
聞
き
な
が
ら

せ
み

松
藤
　
道
子

水
打
ち
て
小
さ
き
虹
を
造
り
け
り

　
　
　
　
　
泉
　
　
生
枝

一
途
な
る
子
の
反
抗
期
さ
く
ら
ん
ぼ

小
玉
美
智
子

短
冊
の
揺
れ
て
鳴
り
だ
す
鉄
風
鈴

遠
藤
　
妙
子

ひ
ば
り
群
れ
 囀
 り
て
い
る
麦
畑

さ
え
ず

清
涼
の
と
き
と
も
に
楽
し
む
   　
　
三
上
　
和
子

戦
争
せ
ぬ
国
と
し
戦
後
七
十
年

平
和
尊
し
未
来
に
つ
な
げ
む
　
　
    中
島
　
芙
蓉

わ
か
き
友
車
中
の
歓
声
ゆ
さ
ゆ
さ
と

笑
ひ
の
さ
き
は
虹
の
か
け
橋
    　
　
太
田
　
瞠
子

荷
を
抱
え
足
取
り
か
る
く
チ
ャ
イ
ム
鳴
る

こ
こ
ろ
躍
ら
せ
解
く
春
の
宵
　
 　
   中
嶋
美
恵
子

五
月
晴
れ
可
憐
に
咲
き
し
蝦
夷
 躑
躅
 

つ
つ
じ

老
人
ホ
ー
ム
の
 朝
  餉
 の
窓
辺
　
　
    朽
木
　
北
峰

あ
さ
 が
れ
い

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ臼

＝今月のリレーは＝

東谷 真理子さんから　 ▼ 城宝 理佳子さんへ

＝来月は＝

城宝 理佳子さんから　 ▼ 角幡 和子さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　３度の飯より人が好きな 空 。
くう

散歩中に人とすれ違えば、うれ

しくて飛びかかって行くので

抑えるのが大変です。勤めてい

るお店に連れてくると、なじみ

の方が 空 に会いに寄っていく
くう

ことも。おてんばなので、看板

犬になるにはもう少しかな。

お
詫
び
と
訂
正
　
広
報
ふ
ら
の
６
月
号
の
「
文
彩
」
で
短
歌
の
作
者
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
申
し
げ
ま
す
。

◆
ベ
ラ
ン
ダ
に
小
さ
な
鯉
の
ひ
る
が
え
る
 幼
の
未
来
夢
み
る
我
ら
　
佐
々
木
 緑
（
誤
）
→
鎌
田
 敬
子
（
正
）

▼ 市役所では暑い季節になるとクール・ビズ
（ノーネクタイなど）を実施。これに合わせて数
年前からＰＲを兼ねてへそポロシャツやワイン
Tシャツ姿で仕事をする光景が定着してきまし
た。色は数種類にもなり、曜日で色をそろえて
いる職場を見ると、どこかのチームみたでかっ
こよく見えるのは私だけでしょうか？（ほ）


